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東
タ
築
（
舘
正
和
理
事
長
）

は
５
月
１５
日
（
金
）
に
東
京
・

錦
糸
町
の
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン

ト
東
京
に
お
い
て
平
成
２６
年
度

第
１１
回
（
通
期
第
６８
回
）
通
常

総
会
を
開
催
。
平
成
２６
年
度
事

業
・
収
支
決
算
報
告
、
平
成
２７

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
、
理

事
お
よ
び
監
事
選
任
の
件
な
ど

が
審
議
、
承
認
さ
れ
、
舘
理
事

長
の
続
投
が
決
定
し
た
。

総
会
後
に
は
、
友
誼
団
体
や

メ
ー
カ
ー
・
商
社
を
招
い
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
山
﨑
理
事

・
梅
本
研
友
会
会
長
の
共
同
司

会
の
も
と
、
重
田
副
理
事
長
の

開
宴
の
辞
で
ス
タ
ー
ト
、
舘
理

事
長
が
挨
拶
し
た
。

「
協
同
組
合
と
し
て
１１
回
目
、

通
期
６８
回
の
総
会
を
滞
り
な
く

終
了
し
、
総
会
後
の
懇
親
会
に

多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て

総
会
で
は
、
役
員
改
選
で
私
が

も
う
一
期
当
組
合
の
理
事
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
１３
年
に
理

事
長
と
な
り
、
１４
年
目
を
迎
え

退
任
も
考
え
ま
し
た
が
、
続
投

を
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
つ
の
光
明
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て
少
し

は
建
築
分
野
に
も
好
況
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
一
番
難
し
い
の

は
、
職
人
・
後
継
者
不
足
と
組

合
員
の
減
少
の
問
題
で
す
。
た

だ
当
組
合
は
共
同
購
入
の
売
上

な
ど
で
財
政
基
盤
は
し
っ
か
り

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
組
合
事
業
を
継
承

し
、
組
合
活
動
の
原
点
で
あ
る

相
互
扶
助
を
図
り
な
が
ら
若
手

を
育
成
し
て
業
界
の
発
展
を
め

ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

続
い
て
日
本
タ
イ
ル
煉
瓦
工

事
工
業
会
か
ら
会
長
表
彰
（
功

労
賞
）
が
行
な
わ
れ
、
日
本
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
会
・
矢
部

会
長
、
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工

事
業
組
合
連
合
会
・
塩
原
副
会

長
か
ら
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
職

人
不
足
対
策
や
若
手
職
人
育
成

の
た
め
の
方
策
、
技
能
検
定
で

の
連
携
協
力
な
ど
の
話
に
触
れ

て
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

続
い
て
金
澤
副
理
事
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
宴
の
幕
が
上
が

り
、
歓
談
の
中
、
団
体
・
メ
ー

カ
ー
・
商
社
の
方
々
の
紹
介
と

一
言
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
上
昇

気
流
に
乗
る
よ
う
に
盛
り
上
が

っ
て
い
っ
た
。
最
後
は
森
井
副

理
事
長
の
〆
、
山
崎
理
事
の
閉

宴
の
辞
で
幕
を
閉
じ
た
。

財
政
基
盤
を
確
立
し
、
職
人
不
足
・
組

合
員
減
少
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
�

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

第
１１
回
（
通
期
第
６８
回
）
総
会
・
懇
親
会
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武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組
合

（
塩
原
且
宏
組
合
長
）
は
、
４

月
１７
日
（
金
）
三
鷹
産
業
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
平
成
２７
年
度
第
４３

期
定
期
総
会
並
び
に
懇
親
会
を

開
催
。
総
会
で
は
、
議
案
の
平

成
２６
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報

告
、同
２７
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
等
が
審
議
・
採
択
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
新

井
理
事
の
司
会
で
ス
タ
ー
ト
、

島
村
相
談
役
か
ら
「
本
年
度
は

タ
イ
ル
技
能
士
会
総
会
と
重
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
良
い

懇
談
を
！
」
と
開
会
の
辞
が
述

べ
ら
れ
、
塩
原
組
合
長
が
挨
拶

し
た
。

「
先
ほ
ど
定
期
総
会
を
終
了

し
、
新
年
度
も
組
合
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
武
蔵

野
は
組
合
員
１２
社
の
小
さ
な
組

合
で
す
が
、
毎
月
の
定
例
会
を

大
切
に
仕
事
の
交
流
や
展
望
を

語
り
合
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

２
社
の
新
加
入
も
あ
り
、
タ
イ

ル
の
普
及
事
業
、
技
能
検
定
、

技
能
向
上
研
修
会
な
ど
皆
さ
ん

と
力
を
合
せ
今
年
も
元
気
い
っ

ぱ
い
で
が
ん
ば
り
ま
す
。」

次
い
で
来
賓
の
友
誼
団
体
代

表
か
ら
激
励
の
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。

「
社
会
保
険
未
加
入
対
策
が
強

力
に
推
進
さ
れ
、
東
京
都
で
も

建
設
業
許
可
要
件
と
し
て
厳
し

く
対
応
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」（
東
京

都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同

組
合
・
矢
部
理
事
長
）

「
今
年
の
技
能
検
定
は
足
立
校

で
の
実
施
に
代
わ
り
、
東
京
都

が
助
成
し
て
講
習
会
も
実
施
さ

れ
る
予
定
。
若
手
技
能
士
の
育

成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。」（
東
京

タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合
・
舘

理
事
長
）

続
い
て
�
梅
村
タ
イ
ル
店
・

梅
村
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
幕

が
上
が
り
交
歓
の
輪
が
広
が
っ

た
。そ
の
な
か
で
協
賛
企
業（
�

ア
ベ
ル
コ
、
秩
父
商
工
石
油
販

売
�
、
�
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
東
京
西

支
店
、
�
タ
カ
ボ
シ
な
ど
）
が

紹
介
さ
れ
一
言
ス
ピ
ー
チ
、
ま

た
新
加
入
メ
ン
バ
ー
の
森
元
和

志
氏
、
加
藤
伸
一
郎
氏
が
紹
介

さ
れ
て
力
強
い
抱
負
が
述
べ
ら

れ
た
。
後
半
は
恒
例
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、
最
後

は
、
島
村
徳
之
理
事
の
〆
、
閉

会
の
辞
を
も
っ
て
散
会
し
た
。

東
京
都
タ
イ
ル
技
能
士
会

（
金
澤
久
雄
会
長
）
は
第
４４
回

総
会
を
４
月
１６
日
（
水
）
東
京

・
文
京
区
の
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

会
議
室
に
て
開
催
。
佐
瀬
新
理

事
の
司
会
で
菊
池
相
談
役
が
開

会
を
宣
言
し
、
金
澤
会
長
が
挨

拶
し
た
。

「
皆
様
の
お
蔭
で
こ
の
１
年
も

つ
つ
が
な
く
活
動
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
会
の

活
動
は
、
技
能
・
技
術
の
向
上

を
め
ざ
し
た
研
修
や
講
習
を
中

心
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
１

年
は
厚
生
労
働
省
の
進
め
る

『
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
』

や
『
若
年
技
能
者
人
材
育
成
等

事
業
』
な
ど
に
対
応
し
小
中
高

１０
会
場
で
モ
ザ
イ
ク
体
験
や
タ

イ
ル
実
習
の
指
導
に
あ
た
り
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
５
月
に
は
新
宿
西

口
広
場
の
『
匠
の
技
フ
ェ
ア
』

に
も
参
加
し
ま
す
。
本
日
は
講

演
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

次
い
で
伊
奈
相
談
役
が
議
長

に
選
任
さ
れ
、
平
成
２６
年
度
事

業
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、

平
成
２７
年
度
事
業
計
画
案
、
予

算
案
等
を
審
議
、
原
案
通
り
採

択
、
新
年
度
役
員
案
も
承
認
さ

れ
た
（
新
理
事
に
佐
瀬
浩
司

氏
、
土
屋
敏
明
氏
）。最
後
に
総

会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
東

京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協

同
組
合
・
矢
部
理
事
長
並
び
に

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

・
森
井
副
理
事
長
の
祝
辞（「
技

能
向
上
と
若
手
技
能
士
の
育
成

に
取
組
も
う
」）を
も
っ
て
終
了

し
た
。

続
い
て
、
東
京
芸
術
大
学
美

術
学
部
教
育
資
料
編
纂
室
・
坂

口
英
伸
氏
を
招
待
講
師
と
し
て

「
高
野
山
金
剛
峯
寺
に
保
管
さ

れ
た
タ
イ
ル
製
名
簿
『
一
万
年

保
存
』
の
解
明
」
と
題
し
て
、

近
代
黎
明
期
の
日
本
タ
イ
ル
産

業
の
一
端
に
ふ
れ
た
貴
重
な
研

究
成
果
を
豊
富
な
画
像
を
上
映

し
な
が
ら
発
表
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン

に
場
所
を
変
え
、
賛
助
会
員
、

友
宜
団
体
代
表
の
参
席
の
も
と

懇
親
会
と
な
っ
た
。

新
メ
ン
バ
ー
の
加
入
で
、

今
年
は
さ
ら
に
活
気
あ
る
組
合
活
動
を
推
進
�

技
能
向
上
を
は
か
り
つ
つ
、

未
来
に
つ
な
が
る
人
材
育
成
を
�

武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組
合
総
会
＆
懇
親
会
か
ら

東
京
都
タ
イ
ル
技
能
士
会
総
会
・
懇
親
会
か
ら

総会のもよう

塩原組合長

総
会
の
も
よ
う

東タ協・矢部理事長

講
演
会
の
も
よ
う

楽しい懇談東タ築・舘理事長

（４）平成２７年７月１５日東 タ 連 広 報第２１１号


